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研究成果の概要（和文）： 

 

現在、「デザイン」という英語が世界中で使われ、広義の意味で使用されるようになった一方、

世界各地の「デザイン」に対応する各国語は、それらが「デザイン」の訳語として使われたり、

不適切な解釈を与えられたりすることによって、次第に失われつつある。本研究では、「デザイ

ン」に対応する世界中の言葉の発生と展開をたどり、その意味と用法の違いを比較した。それ

を通じて、私たちは興味深い、地域的あるいは時代的な違いを見出し、他方、違った空間と時

間に属する、本来は異なった言葉のあいだに、興味深い共通性を確認できた。 
 
 
研究成果の概要（英文）： 
 
Today, the English word ‘design’ is used all over the world. However, while ‘design’ 
has become international and very wide in its meaning, the nuance that once existed within 
each culture’s equivalent of ‘design’ are disappearing, as the indigenous terms are 
improperly reinterpreted as translations of ‘design.’ The aim of this study is to trace 
the genealogy of ‘design’ and its equivalents all over the world and to compare their 
meanings and usages. Through these comparisons, we found significant geographical and 
chronological differences and interesting parallels between comparable but different 
words in different cultures. 
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１．研究開始当初の背景 

現在、「design」という英語が世界中で使
われている。今日では、それは、いわゆる造
形上のデザインだけでなく、わたしたちがつ
くりだすあらゆるモノや情報の企画、計画、
開発、設計、製造から、マーケティングや流
通や販売、あるいは購入や消費にまで至る、
しかも、製品に限らず、人間をも含むすべて
の生活やライフサイクルをカバーする言葉
として使われている。 

このように、「design」という言葉が、広
義の意味で国際的にきわめて広範に使用さ
れるようになった一方で、世界各地、各国で
用いられてきた、「design」に対応するそれ
ぞれの地域の言葉やそのニュアンスは、それ
らが英語の「design」の訳語として使われた
り、不適切な解釈を与えられて使われたりす
ることによって、各地で次第に失われつつあ
る。 
 「design」は、便利な国際語ではあるが、
関連事象を一応包み込んでいるアンブレ
ラ・タームであり、その導入以前に別な固有
の言葉を持っていた文化にとっては、
「design」の傘に入りきらない部分が気にな
る。そこにはそれぞれの文化が持っていた固
有の創造の鍵のようなものがあり、それこそ
が、「design」の傘に入った画一的な創造（あ
るいは製造）への見直しにつながるのではな
いかと考えられる。このような歴史的、社会
的背景がある、それが本研究を開始する時点
での認識であった。 
 
 
２．研究の目的 
本研究の目的は、英語の「デザイン」に対

応する世界中の言葉の発生と展開をたどり、
その意味と用法の違いを比較することであ
る。このテーマに関心を寄せる全世界の研究
者が、さまざまな文化の過去と現在の
「design」関連語を持ち寄り、比較しあい、
世界的な、言葉の系統樹をつくり、人類によ
る創造の過去と、現在と、未来についての知
見を共有しようとするものである。特定の文
化における関連語の不在も極めて重要であ
る。「design」の系統樹の陰に、まだ不可視
の「非 design」の系統樹が見えてくるかも知
れない。「design」と「非 design」あるいは
「反 design」をも視野に入れ、研究を行う。 
 
 
３．研究の方法 

国際研究会（ワークショップ）を世界各地
で開催し、毎年度末に「科研研究年報」を刊

行する。これらを積み重ねて、関連研究を比
較検討し、総括する。 
「科研研究年報」の刊行は、研究の「結果

報告」というよりは、「経過報告」であるこ
とにより大きな意味がある。この「科研研究
年報」に目を通すことによって、研究代表者
と研究分担者が研究の進展や遅滞を自覚し、
研究協力者が、次に進むべき方向を的確に予
測することができる。この「科研研究年報」
に触れて、研究に興味を持って協力を申し出、
次の年度に、新たな研究協力者として、重要
な研究発表を行った例もある。 
これらの「科研研究年報」の刊行と国際研

究会の積み重ねの上に、研究が総括されるこ
とになる。 
 
 
４．研究成果 
関連研究の比較検討を通じて、興味深い、

地域的あるいは時代的な違いを見出すこと
ができた。逆に、違った空間と時間に属する、
本来は異なった、英語の「design」に対応す
る言葉のあいだに、興味深い共通性を確認で
きた場合もある。創造行為をめぐる世界のさ
まざまな言葉は、多様性に満ちていることが、
研究分担者および研究協力者によっても確
認された。 
この国際共同研究の成果は、研究年報

『WORDS FOR DESIGN I』（平成２０年３月）、
『WORDS FOR DESIGN II』（平成２１年３月）、
『WORDS FOR DESIGN III』（平成２２年３月）
として刊行された。 
ボローニャ（イタリア：平成１９年９月）、

大阪（日本：平成１９年１０月）、台北（台
湾：平成２０年３月）、ノリッジ（連合王国：
平成２０年７月）、コルフ（ギリシア：平成
２１年１０月）における、計５回の国際ワー
クショップで発表された研究論文は、その他
いくつかの関連論文とともに、CD に収められ、
国内外の関連研究者および主要研究機関等
に配布されている。 
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